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３ 論文の構成    
 本論文は次の 7章から構成されている． 
第１章 序論 
第２章 研究背景 
第３章 他者視線探索における自律神経系の活動に社交不安傾向が与える影響 
第４章 他者視線に対する認知神経処理に社交不安傾向が与える影響 
第５章 他者視線の表情に対する印象に社交不安傾向が与える影響 
第６章 総合考察 
第７章 結論 
 
４ 論文の概要 
他者の感情や意図を読み取ったり伝えたりする能力は，他者とコミュニケーションをとり，社
会生活を営む上で必要不可欠である．コミュニケーションは社会的信号の発信者と受信者の相互
作用であり，対面の場においては表情や視線が重要な社会的信号となる．社交不安症はコミュニ
ケーションに不安を想起し過度の恐怖を抱く精神疾患であり、社交不安傾向者とは臨床的診断を
受けていなくてもほぼ同様の症状または兆候を持つ予備軍を指す．社交不安症者は他者視線によ
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って不安を想起したり，他者視線を避けたりすることが主観的報告を基にした臨床的知見より報
告されており，視線に対して特異的な認知処理をしている可能性が示唆されている．しかし，他
者視線の認知処理がどのように行われているかはいまだ十分に明らかになっていない．社交不安
症者がコミュニケーションに不安を想起し過度の恐怖を抱くメカニズムを明らかにするには，他
者視線認知処理がどのように行われているのかを調査する必要がある． 
社交不安症者は他者視線に過度の恐怖を抱くと考えられているが，これは主に主観的報告を基
にした臨床的知見に基づいているため，他者視線に対する恐怖に関連した生理指標などを用いて
客観的に検討する必要がある．特に，他者視線が社交不安症者の脳内でどのような処理がなされ
ているかについてはまだ十分に明らかになっていない．また，社交不安症者は感情の判別がつか
ないあいまいな表情や中立な表情に対して否定的な解釈に至る偏向が示されているが，あいまい
な感情を含む他者視線に対してどのような解釈にいたるか，またそのメカニズムについては十分
な調査がなされていない．そこで本研究では，社交不安傾向が他者視線認知処理にどのような影
響を与えているのかを明らかにすることを目的として，①他者視線に対する自律神経系の活動に
社交不安傾向が与える影響，②他者視線に対する認知神経処理に社交不安傾向が与える影響，③
他者視線の表情に対する印象に社交不安傾向が与える影響の３点について認知神経科学的手法を
用いて調査を行っている．本論を構成する全 7 章の概要は以下の通りである． 
第１章では，ヒトが他者とコミュニケーションをとる上での他者視線の役割について述べると
ともに，社交不安傾向が他者視線認知処理に与える影響に関する研究の現状や問題点を示してい
る．また，本研究の目的を述べている． 
 第２章では，社交不安症の臨床的研究や，社交不安傾向と他者視線認知に関する研究背景を詳
述している．また，社交不安症の疫学調査から患者数の増加がみられることや，社交不安症が大
うつ病などの他の精神疾患を併発する可能性が高いことから，本研究の社会的意義が高いことを
述べている． 
 第３章では，社交不安傾向者が他者視線に対して抱く恐怖や不安を生体計測を通じて定量的に
検討している．恐怖や不安は脅威の対象に抱く感情であり，身体のすくみ反応は脅威から逃げら
れないときにしばしば取られる防衛反応である．身体のすくみ反応に関する自律神経系の活動変
化として，血圧低下や一過性の徐脈（一時的な心拍数の減少）などの副交感神経系の活性化が挙
げられる．一過性の徐脈は恐怖や不安の指標として使われており，たとえば不快な情動画像に対
して一過性の徐脈が現れることが既に報告されている．しかし，社交不安傾向者において他者視
線に対する一過性の徐脈がどの程度生起するかについては十分に調査がなされていない．そこで，
本研究では複数の視線が含まれる画像から特定のよそ見画像を探す他者視線探索課題を用いて，
他者視線に対する心拍数の変化に社交不安傾向が与える影響の調査を行なっている．その結果，
社交不安傾向が高いほど他者視線に対する一過性の徐脈が大きくなることを明らかにした．この
ことから他者視線は高社交不安傾向者にとって恐怖や不安を引き起こす対象であることを論じて
いる． 
 第４章では，他者視線が社交不安傾向者の脳内でどのような処理がなされているか検討してい
る．健常者の他者視線に対する脳活動を調査するのに事象関連電位（Event-related potential：ERP）
が広く使われている．ERP は外的や内的な事象に対して生じる，頭表に現れる一過性の電位変化
である．たとえば，外的な事象として視線や顔画像などの視覚刺激を呈示したとき，側頭後頭部
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に N170 と呼ばれる陰性の電位変化が現れる．また，ある対象に選択的に注意を向けるときに，正
中部に P2 と呼ばれる陽性の電位変化が生じる．しかしながら，他者視線に対する N170 や P2 が
社交不安傾向によってどのように変調するかについては十分な調査はなされていない．そこで，
本研究では他者視線（直視・よそ見・閉眼）に対する N170 と P2 に社交不安傾向が与える影響に
ついて調べる脳波計測実験を行った．その結果，他者視線に対して生じる N170 の振幅や潜時は社
交不安傾向の影響を受けなかった．一方で，高社交不安傾向者においては P2 の潜時が直視，よそ
見，閉眼の順で長くなったが，低社交不安傾向者では閉眼に対してのみ P2 が遅れて惹起したが，
直視とよそ見では差がないことを明らかにした．また，高社交不安傾向者は低社交不安傾向者に
比べて他者直視に対する右島皮質の活動が大きかったことを明らかにした．P2 は情動的な刺激に
向けられる注意にも関連して生じるとされ，島皮質の活動は自己に迫る脅威に対する注意に関連
する活動だと考えられる．他者直視は高社交不安傾向者にとって不安を想起させる顕著性を持ち
合わせ，優先的に処理する脅威の対象として認知処理されている可能性について論じている． 
 第５章では，社交不安傾向者が感情を含む他者視線に対してどのような解釈にいたるかについ
て検討している．負の感情（怒り，嫌悪，脅威，悲しみ）を持つ表情に対して社交不安傾向が高い
ほど大きな心理的負荷を示すことが報告されている（Button et al., 2013）．また，社交不安症者は
健常者に比べて中立やあいまいな表情を負の感情に分類することが報告されている．さらに，笑
顔にはポジティブな感情だけでなく，嘲笑などの感情が結び付けられると考えられている．した
がって，社交不安傾向者は負の表情やあいまいな表情，笑顔に対して健常者より否定的な解釈に
いたる偏向を持っている可能性が考えられる．そこで，本研究では顔表情画像のモーフィング技
術を用いて幸せから嫌悪まで感情の強さをシステマティックに変化させた他者視線画像を用いて，
主観的印象を測定する実験を行い，社交不安傾向が与える影響の調査を行っている．その結果，
低社交不安傾向者はあいまいな嫌悪の表情から明確な嫌悪の表情にかけてネガティブな印象を抱
くのに対して，高社交不安傾向者ではあいまいな幸せの表情から既にネガティブな印象を抱き始
めることを明らかにした．高社交不安傾向者はネガティブかポジティブか解釈の判断がつかない
感情が含まれる他者視線に対して，ネガティブな解釈を行いやすい偏向を持っていることを本論
文では示している． 
 第６章では，「不安」の哲学的概念を援用して，視線に対する不安の実在論的意義について考察
を行い，その上で，各章で得られた結果を総括して総合的な考察を行っている．具体的には，社
交不安傾向者はコミュニケーションにおいて他者視線が持つ様々な社会的信号の解釈の多様性に
気づくことで不安を抱いており，その解釈のうち否定的な解釈を選択することで他者視線に対し
てネガティブな印象を抱き，他者視線を脅威として認識している可能性を論じている．  
 第７章では，本研究の問題意識に対応させながら第３章から第５章までの研究成果をまとめて
いる．本研究の成果は，社交不安傾向者は他者視線に対して不安を想起すること，他者視線を顕
著性を持ち合わせた優先的に処理すべき対象として認知処理をしていること，さらに，他者視線
の意図に対する解釈の判断がつかない場合に否定的な解釈を行う偏向を持ち合わせていることを
明らかにしたことである．すなわち，社交不安症はコミュニケーションにおいて必要不可欠な他
者の心を類推するための手がかりとなる他者視線に対して否定的な解釈を行う偏向を持つため，
コミュニケーションに不安や恐れを抱いている可能性が，本研究によって示されたといえる． 
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５ 論文の特質 
本論文は，社交不安傾向者がコミュニケーションに不安を想起し過度の恐怖を抱くメカニズム
を明らかにするために，他者視線認知処理に社交不安傾向が与える影響について脳・自律神経系
活動計測を用いて検討したものである．本論文の特質は，脳活動および自律神経系活動データに
対して統計解析や電流源推定解析などの信号処理技術を適用することによって，不安や恐怖とい
う精神活動を定量的に評価している点にある．これによって臨床研究における知見を補完すると
ともに，社交不安症の診断基準となるバイオマーカーとして他者視線に対する自律神経系・脳活
動指標を開発できる可能性についても論じられており，今後の発展性が大いに期待できる．  
 
６ 論文の評価 
 本論文における一連の研究は，社交不安傾向者がコミュニケーションに不安を想起し過度の恐
怖を抱くメカニズムを明らかにするために，不安や恐怖という精神活動に対して，脳活動および
自律神経系活動などの生体データを計測し，さらに工学的な解析手法を用いて定量的に評価を行
っている点において高い独創性がみられる． 
 具体的には，他者視線によって生じる一過性の徐脈の振幅が社交不安の影響を受け増大するこ
と，他者視線に対して惹起する ERP 成分（P2）が社交不安の影響を受けて変調すること，他者直
視観察時に高社交不安傾向者の島皮質の活動が増加すること，あいまいな視線表情の認知におい
て高社交不安傾向者はネガティブな印象を受けやすいことを明らかにしている．従来の研究にお
いて社交不安症者が他者視線に対して特異な認知処理を行なっている可能性が示唆されていたが，
主に主観的報告などの定性的な評価によるものであった．本論文では，他者視線に対する自律神
経系の活動や脳活動を測定し，社交不安傾向者が他者視線に対して特異な認知処理を行っている
ことを，上述の指標を用いて定量的に示している点で大きく評価できる．本論文中の実験は，社
交不安症の臨床診断を受けていない健常者（社交不安傾向者）に対して行われたものであるが，
今後医療機関等と連携しながら客観的指標として精緻化していくことによって，社交不安症の早
期診断や治療に役立てられる可能性が大いに期待できる． 
 社交不安症については、統合失調症などの他の精神疾患に比べると研究の数が少なく、本論文
の成果は認知神経科学分野だけでなく、臨床方面からも大きな評価と期待を受けている。 
 
７ 論文の判定 
本学位請求論文は，理工学研究科において必要な研究指導を受けたうえ提出されたものであり，
本学学位規程の手続きに従い，審査委員全員による所定の審査及び最終試験に合格したので，博
士（工学）の学位を授与するに値するものと判定する． 
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